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1．本年度の研究成果 

1) JNCDB(=JROD)運用概要 

7月：平成28年度放射線治療症例全国登録の開始予告。9月：運用を開始（11月末終了予定）。152

施設が参加希望表明。10月末で20施設から9,482件のデータが集積。今年度から粒子線施設の全例

登録をJRODで行う。現在、粒子線治療施設とデータセンターでテスト運用を行い、今年度中に集積

予定。開発したJROD登録ソフトを改訂。今年度のデータ登録終了後に、改訂版ソフトの公開を予定。 

2) Outcome情報の強化 

来年度以降のデータ登録にて、治療結果情報（生存、再発、有害事象、続発がん情報）を必須とす

る（入力負担軽減のため現在非必須）。治療成績などの即時のフィードバックシステムを開発する。 

3) 治療RISへのJNCDB formatの装填の継続 

学会より治療RIS開発企業への開発委託を継続。治療RISは4割の施設に導入、全国の7割の症例がカ

バーされる。 

4) データセンター運営 

日本放射線腫瘍学会と放射線医学総合研究所で共同運営するデータセンターを稼働させ、研究活動

を開始。本研究班および学会DB委員会メンバー全員でデータマネージメントと統計解析を支援。 

5) 2014年放射線治療症例のベンチマークレポート作成 

2015年度に集積した2014年治療症例の概要を分析し、報告書を作成、学会HPよりDL可能とした。参

加表明127施設中87施設から40,664件のデータが登録された。 

6) データセキュリティ管理 

データセンターの情報セキュリティをオンラインバンキング並みに向上させて運用。データ登録シ

ステムのセキュリティを向上させたため、施設側のセキュリティポリシーとの間で衝突する場合が

見られた。セキュリティソフトのインストールを施設側で許容していない、VPN接続ができない問

題が発生し、オンラインで登録できない施設からはCD-R等の媒体でデータを収集、登録を代行した。 

7) 臓器別がん登録との連携 

当研究班の臓器別がん登録担当の分担研究者と情報交換を行い、既開発のJNCDB各論データベース

を洗練化させ、各臓器別がん登録との情報共有を目指した。①婦人科腫瘍グループとの情報交換開

始、②食道学会全国登録の支援:登録のデータソフト改訂、解析を支援。2010年分症例の全国登録

を行い、現在データ解析中。③頭頸部がんグループとの連携(AMED 丹生班との協力開始) 

8) 大阪府がん登録との連携 

2012年大阪府がん登録例59,767例を分析。放射線治療適用率は12%で、学会調査の25%と乖離してい

た。地域がん登録項目では放射線治療は有無のみの記載で、一次治療が遷延した場合の情報捕捉不

足、再発治療の登録体制不備などが考察され、国のがん登録の設計も再検討の必要性が示唆された。 

9) 全国放射線治療施設の定期的構造調査Web登録（http://www.jastrodb.net/structure-survey/） 

2011年データ: 回収率 88.2% （694/787）、公開済み、2012年回収率 90.0% （711/790）、解析中。

2013年回収率 90.1%（713/797）、解析中、 

データ公開 Web site; http://www.jastro.or.jp/aboutus/datacenter.php 

http://www.jastrodb.net/structure-survey/
http://www.jastro.or.jp/aboutus/datacenter.php


10) 医療従事者向け研修会開催 

厚生労働科学研究（がん対策研究）推進事業、がん医療従事者向け研修会を平成28年10月29日に大

阪府立成人病センターにて開催。39施設、54名の参加があり、JNCDB(=JROD)概要、国および地域が

ん登録の現況とJRODとの連携, データセンター概要、同実務、登録法、登録法（独自開発ソフト）

の講演と、質疑応答が行われた。内容は学会HPより全会員にストリーミング視聴できるよう準備中。

アンケート回答者の約97%がJRODを有益と回答、約76%がJRODへの参加意思があると回答を得た。 

 

2．前年度までの研究成果 

1) JNCDB運用の概要完成：基本DBの調査項目を確定し、JNCDB登録ソフトの改訂を完了（下記第1-2段

階）。学会HPにアップロードし、情報系が未整備の小規模施設での診療科DBとしての運用を促進し

た。全国の6割の施設（全国の3割の症例）が該当した。第1段階: 放射線治療実績DBのデータ（登録

項目: 22項目）、専門医認定や更新の際に必要となる診療実績評価のためのデータ、第2段階: 基本

DBのデータ（登録項目：111項目）、放射線治療の基礎集計のためのデータ、第3段階: 各論DB Level 

1, 2, 3のデータ（疾患毎登録項目：150-200項目）、放射線治療、外科手術療法、化学療法情報を

含めたがん診療データ。 

2) 治療RISへのJNCDB formatの装填（開発企業への委託）：5社で完了。 

3) データセンター構築：覚書を締結し、大阪大学から放射線医学総合研究所に移管、データ管理、

解析、利用について運営委員会を立ち上げ、症例登録システムの構築を完了（日本放射線腫瘍学会

が厚生労働省 平成26年度 臨床効果データベース整備事業の支援を受けた）。 

HP http://jrod.jastro.or.jp/を構築。 

4) JNCDB（放射線治療症例全国登録）の運用：10月に平成27年度放射線治療症例全国登録の開始予告。

参加希望施設を募り、11月より全国登録運用を開始。127施設が参加希望表明。データセンターの情

報securityを向上させ、各施設にワンタイムパスワードを発行、40,664件のデータ集積を行った。 

5) 臓器別がん登録との連携：1)の第３段階の準備として当研究班の臓器別がん登録担当の分担研究

者と各種情報交換を行い、JNCDBの各論データベースを洗練化させた。 

6) 全国放射線治療施設の定期的構造調査Web登録（http://www.jastrodb.net/structure-survey/）： 

2011年データ:公開済み、2012年,データクリーニング終了、2013年集積。 

 

3．研究成果の意義及び今後の発展性 

 がん診療施設において、国が推進し、現在標準化が進んでいる院内がん登録の整備と共に各診療

科が情報共有用の標準フォーマットを組み込んだ情報を管理することにより、施設内での情報共有

が容易になり、施設単位でのがん診療情報体系の信頼性と診療の質が向上する。本研究班では臓器

横断的な放射線治療情報の標準化と全国的症例登録を学会を通じ運用し、院内の各診療科データベ

ースとの連携、院外での各がん登録との連携の橋渡しの役割を担う。施設から精度の高い情報が上

がる仕組みは地域がん登録のデータ精度を向上させる。医療行政、社会や国民への貢献は大きい。

多施設間での情報共有や全国的データ収集・分析も容易となる。各施設の診療レベル（立ち位置）

を正確に評価する。診療内容の施設層間格差を明らかにし、背景にある構造問題を改善するための

データを得て施設層間格差を是正する。国民に対して、治療方法や医療機関の選択に資する正確な

情報を開示する。国内外の共同研究も促進される。この基盤を構築する本研究は学術上重要で社会

的意義が大きい。米国ではがん登録に対する国民の理解も深く、また登録の基盤が整っており、デ

ータを還元することで社会への貢献、国民の保健・医療の向上に直結している。わが国でもがん登

http://jrod.jastro.or.jp/
http://www.jastrodb.net/structure-survey/


録が法制化され、がんの診療体制の整備が進められる中，がん情報に関して情報整備が急務で

ある。本事業はがん医療の司令塔として国民の保健・医療の向上に寄与し、行政、社会への貢献は

限りなく大きい。将来的に遺伝情報ともリンクできれば病因や治療効果の解明等、情報の価値は飛

躍的に高まる。さらに放射線治療を中心とした医療被曝情報として原発関連被曝の対照データとし

て２次がんリスク評価にも重要な役割を果たしうる。 

 

4．倫理面への配慮 

研究代表者の施設である大阪府立成人病センター、データセンターがある量子科学研究開発機構、

放射線医学総合研究所の倫理委員会に申請し、承認を受けている。さらに登録参加施設の倫理審査

が必要な場合を考慮して参加施設用の審査書類を作成。1)全国規模の回顧的研究であり、個人情報

の収集は行わない。実務的にも1例々のICを得ることは不可能で研究実施をポスターにより提示す

る。研究対象者に直接の不利益は生じない。2)データ管理のsecurityをデータセンターのすべての

レベルで強固にする。情報保護規約を策定し、研究班として遵守。3)全体の研究成果については、

学会論文発表、Webを通じて定期的に行う。以上の最終責任は研究代表者が負う。 
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埼玉医科大学 
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教授 
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